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1『コ ン ス タ ンテ ィノ琴一 代 記』第12章 の
テ ク ス トー 部 とそ の なか に あ らわれ る
ふ た つ のエ ピ ソー ドに つ い て
.岩 井 憲 幸
1.近 年 『コンスタ ンテ ィノス一代記』(以 下VCと 略称)のfacsimile版
が相次いで出版 され,こ れ まで印刷校訂本 に よって しか見 る ことがで きなか
ったVCの テ クス トが,こ れに よ り写真 で直接検討 し うる ことにな った。
実物 を手にす る こ と ので きないわれわ れ 外 国 の研 究 者に とって,paleo-
graphicalな 研究 まではむろん期 待で きぬ とはい え,こ うした 出版は,テ ク
ス トそれ 自体 の研 究に とっては一つの進歩を もた らす もの とい え るで あ ろ
う。
本稿 では,ま ずVCの テ クス トの ご く一部分を代表的 な一写本 に よって
と りあげ,そ の特 徴を概観 し,別 の代表的一写本の テ クス トを参照 しつ つ こ
れを検討 し解釈 してゆ くbつ いで,こ の テ クス ト中にあ らわれ るふたつの エ
ピソー ドを紹 介 し,若 干の考察を加 えたい。
2.VCは,9世 紀 ビュザ ンテ ィウムの偉大な学者に して伝道者 コ ンスタ ン
ティノス=キ ュ リロス(K6nstantinos-Kurillos)の事跡 を誌 した ものであ
る。紀元863年,モ ラヴィア侯 ロステ ィス ラフ(Rostislav)の 懇請に したが
い,東 ローマ皇帝 ミカエル(Michael)3世 の命 を奉 じて,コ ンスタ ンテ ィ
ノスは兄 メ トデ ィオス(Methodios)と ともにス ラヴ人 の地 に伝道に赴 く。
彼は モラヴィアに40箇 月滞在 し,こ の地 で 自己の制定 したス ラ ヴ文 語 に よ
り,諸 教 会文献を翻訳 し,教 会の諸制度 を導入 し,こ れ に よって弟子 の育成
につ とめた。 よって コンス タ ンティノス とメ トデ ィオスはくスラヴ人の使徒〉
と称 され る。
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2上 記のス ラヴ文語がいわゆ る古代教会 スラヴ語(OldChurchSlavonic)1)
と呼 ばれ るものである。 これは コ ンスタ ンテ ィノスに よ り,自 己が親 しんで
いた と思わ れ る南ス ラヴの一方言を基礎 として制定 された もの であ り,伝 道
のための出発以前にすでに準備 されていた。・この文語は,天 才 的 ともい える
コンス タ ンテ ィノスの案出にかか る文字に よって記 され るが,・この文字 すな:
わち グラゴル文字(glagolica)が ス ラヴ人 の地 に もた らされ ることに よ り,
スラヴ人はは じめ て文字を もつ こ とになる。 この ことは ス ラヴの文 化史上 画
期的 な事件で あった。9世 紀 当時の ス ラヴ世界は,言 語的 にはい まだ大 きな
分化をはた してお らず,し たが って この文字言語 は,や や変容を とげなが ら
も,す みやかに ス ラヴ世界 の中へ と浸 透 してゆ く。以来 くスラ ヴ人の使徒 〉
コンスタ ンテ ィノス ニキ ュ リロス とメ トデ ィオスは,ス ラヴ人 の文字文化ひ
いては言語文 化の開祖 として,顕 彰 されてゆ くこ とにな るのであ る。
3.こ の くス ラヴ人 の使徒 〉を追慕 して,そ れぞれのP一 代 記』(Vita)が
弟子 たちに よって書 き しるされた。『コンスタ ンテ ィノス 一 代 記』 は,コ ソ
スタ ンテ ィノスの残年 すなわち869年 の後ほぼ10年 の間に,ス ラヴ人の弟子
たちに よって,Vaillantに 従 えば,は じめ ギ リシア語で書かれ,の ち古代教
会ス ラヴ語に翻訳 された と推定 され る。 これ と対を なす とい うべ き 『メ トデ
ィオ ス一代記』(VM)も また,メ トデ ィオスの 残年(885年)の 後,887年
までの間に,や は りス ラヴ人の弟子た ちに よって,こ れ もVaillantに 従え
ば,は じめ ギ リシア語 で書 かれ,の ち古代教会 ス ラヴ語 に翻訳 された2)。
VC,VMと もにギ リシア語原本お よびOCS訳 原本は伝存 しない。いず
れ も,OCSの 地 方的変種 ともい うべ きslavonに よる写 本に よって伝 え ら
れ,VCは15世 紀 以降 の写本 が計48点,VMは12世紀以降 の写 本が計15点
現存 す るのみであ る。
4.現 存 す るVCの 写本 テ ク ス トは,内 容 と長 さ の 点 か ら く詳伝〉
(npocTpaHHoe》KHTHe)とく略伝 〉(KpaTKoe》KHTHe)1こ 大別 で きるが,
ともに相補 う記述を含んでお り,し たが って単純 に後者を等閑視す るこ とは
で きない。用い られてい る言語 上の特徴か ら,VCの 写 本テ クス トは大 まか
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3にい ってふたつの グループに分 け うる。す なわ ち南ス ラヴ語 的特徴を有す る
グル ープ(Sと す る),お よび東 スラヴ語的特徴を有す るグ ル ー プ(Eと す
る)で あ る。
今 日両群を代表す る写本 がtransliterationお よびcommentaryを 付 し
たfacsimile版 で見 るこ とがで きる。Eグ ルー プの代表 ともい うべ きモス ク
ワ神学 アカデ ミー図書館 旧蔵写 本(Mと す る),お よびSグ ル ープの代表格 で
あ る,い わゆ るVladislavGrammaticus写本(あ るいはザ グ レブ写本,
Vと す る)が これであ る。
写 本Mは 今 ・日 レーニ ン図書館 に蔵 されてい るが(Φ,173,絶19),15世 紀後
半の写本 と目され ている。写本Vは1469年 にVladislavGrammaticusによ
って書写 され た ものであ り,今 日ユ ーゴス ラヴィア国立図書館の蔵 に帰 して
い る(駈IILa.47)。 なお両者 は,お のおの言語上 か らはEとSの グル ープ
をそれぞれ代表す る もの と述べ たが,原 本 であ るVCのOCS訳 本が,別 様
の南 スラヴ語的特徴 を有す るがゆえに,一 方 のMに は これを基層 としつつ ロ
シア語 的特徴 が色濃 くあ らわれ,他 方 のVに は,こ れを基層 としつつ,セ ル
ビア語の特徴 が濃厚 にあ らわれ る とい う現象を呈 してい る。
5.VCは,い わ ゆ る 〈詳 伝 〉 に お い て,伝 統 的 に18の 章 に 分 か つ 。 上 記 写
本Mお よ びVに お い て は,と も に こ れ ら草 分 け が 何 ら か の 方 法 で,す べ て に
わ た っ て な さ れ て い る わ け で は な い 。
以 下 テ ク ス トを 問 題 と す る場 合,写 本Mの テ ク ス トは 次 に か か げ る1に,




















1の43ペ ージか ら92ペ ージにわた り写本Mの 原色写真が掲載 され てい る。
す なわ ち原写本の365rectoか ら389versoにMの テ クス トが ある。2に
は写本Vが60ペ ージか ら88ペ ージにわた りモノク ロの写 真が掲載 され てい る
(原 本722v-736v)が,写真 が不鮮 明の上,一 部写真 の修 正な どが見 られ
るCた だ し89ペ ー ジ以下 にtransliterationが ついてい るか らこれを参照 せ
ざるを えない。3に は2と 同一の写本 が25ペ ー ジか ら80ペ ージにわた り英訳
文 とと.もにパ ラ レル テクス ト様 に掲載 され てい る。
ここでMとVの 表題を 明示 してお く(翻 字 の方 式については後述第9節 参





BMO(T)qE.〔 訳:2月14〔 日〕に。 スラヴの民の最初の導師 に
して教師,聖 な るわれ らの父,哲 人 コンスタ ンテ ィノスの一代 記 と




、〔訳:ス ラヴの民の最初 の導師,至 福 な るわ れ らの教師,哲 人 コン
スタ ンテ ィノスの一代記 と生涯。父 よ,祝 福を垂れ給 え!〕
Mに い う 〈2月14〔 日〕〉 とは,コ ンス タ・ン テ辱 ノスニキ ュ リ'ロスの命 日を
さす。〈哲人〉は原語 では く哲 学者〉 の 意 だ が,コ ソス タ ンテ ィノスの学 殖
をたた えて人 々がつけた,い わ ばあだ 名 ともい うべ きもので ある。
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56.本 題に入 るまえに,VCをLehr-Splawihskiのテ クス ト(第13節 参
照)に よる 〈詳伝〉に従 って,そ の内容をひ ととお り見 てお くことにす る。
『一代記』(》KHTHe,vita)と 名づけ られ てい る とお り,体 裁 は 〈聖 者伝 〉の
スタ イルを とってい るが,な かに重要 な歴史的記述を含 んでいるか ら,資 料
として も第一級の価値 を有す るもの であ るが,こ こでは詳述 を さけ,章 別に
要約 す る と,次 の よ うにな る。
1:序 文。 コンスタ ンテ ィノスを ス ラ ヴの民 につ かわ した こ とへの神へ
の感 謝。
II:テ ッサ ロニケで,信 仰あつい両親の間に コンスタ ンテ ィノスが7人
兄弟の末子 として生 まれ る。
III:少 年時代7歳 の折 に見た夢 とそ の 実 現 。す なわち勉 強 と神への覚
醒。つい で皇帝 の学友 として とり立 て られ る。
IV:コ ンスタ ンテ ィヌポ リスでの諸学芸のす み や か な習得。学問 と人
格の熟成。俗習 への諦避。 剃髪後,聖 ソピア教 会 主 教づ き首席秘書
官兼 文書館長 に任ぜ られ るが,こ れを き らって 身 を か くす。の ち見
つけだ され たが復職 せず,大 学の哲学教 授 とな る。
V:コ ンスタ ンテ ィヌポ リス総 主教 イオア ソネスの 唱 える異端説を論破
す る。
VI:皇 帝の命 を うけ,サ ラセ ン人 の地 に 赴 き,彼 らの誹諺す る聖三位
一体の神性 を論証。 これ をめ ぐる サ ラ セ ン人 たち との神学的論争。
時に24歳 。論破 された サ ラセ ン人 に毒殺 をはか られ るが,無 事帰 国。
VII:俗 世 間を離れて隠栖。その間の 奇 蹟 。のちオ リュ ンポス山の兄 メ
トデ ィオスの許 へ行 き,修 道 生活。
VIII:バ ザ ール人の招請に よ り,皇 帝 の命 を うけてバザ ール人の地へ赴
く。 ヘブ ライ人 とサ ラセ ン人 を論 破 し,キ リス ト教 を布教 す るため
であ る。途 中ケル ソンでユ ダヤ人 の話 しこ とば と文字を習得 し,サ
マ リア語 の聖典 を読 む。 また シ リア文字 の福 音 書 と詩篇を,さ らに
シ リア語 を話す人を見 い出 し,そ れ らの こ とぽを解す るに至 る。聖
ク レメンスの遺骸 を発見 す る。キ リス ト教徒 の 町 を 包 囲 したバザ ー
ルの一軍 司令官 への説諭。危 害 を加 えん としたハ ンガ リー人への説
150
6教。
IX:バ ザール人 の地 への布教の旅。悪 が しこいハ ザLル の出迎x人 と
の問答 とその論破 。到 着後,汗 の祝宴席での ユ ダ ヤ人 との神学 的論
争。
X:ふ たたび汗の も とでのユ ダヤ教徒 との論争。 コ ソス タ ソテ ィノスの
博識 に よる論議の展開。汗 とその高官た ちが コソ ス タ ンテ ィノスを
神につかわ された者 と認め る。
XI:バ ザール人たちが コ ン ス タ ソテ ィノスに,た とえ話に よ り知恵を
もって信仰を説 き明かす ことを要請 。 コ ン スタ ンテ ィノスの説 き明
か し。預言者 としての マホ メッ トを否定。バ ザ ー ル人 た ちの回心 と
受洗bコ ソスタ ンテ ィノスは汗の贈 り物 を うけ ず,か わ りにギ リシ
ア人 捕虜を解放す る。
XII:帰 路の困難 と渇水 時の奇蹟。 ケル ソンへ 到着 し,そ の大主教 の死
を預言 し,適 中。 この地の プル ライ族の異教 的慣 習 を 聞 き及 び,行
って彼 らを回心 させ る。彼 らへの神に よる奇蹟 。
XIII:コ ソス タンテ ィヌポ リスへの帰着。聖 ソピア教会にあ る ソロモ ン
作の玉杯の刻文 を解読 。キ リス ト出現 の預言 と判 明。
XIV:モ ラヴ ィア侯 ロステ ィス ラフが皇帝 ミカエルに対 し,す ぐれた キ
リス ト教 の教 師派遣を懇請。 コンス タ ンテ ィノスへ の下命 。文字を
もたぬ人 々への布教を躊躇 す るが,祈 りに よ り,コ ンス タ ンテ ィノ
スは神か ら文字を啓示 され る。彼 はた ち ま ち文字 を作 りあげ,こ れ
に よって福音書の本文 を書 きは じめ る。 モラヴィアへの出発。
XV:モ ラヴィアへ の到着 とロステ ィスラフ侯の 歓 迎 。教 会の諸制度の
導入 と弟子の育成。正教 の ひ ろ が り。 それに対す るラテ ンの聖職者
たちの妨 害。彼 らは とくに ヘ ブ ラ イ語 ・ギ リシア語 ・ラテ ン語以外
の こ とぽで神をたた えるこ との非 を 強 弁 す る。 さらに数 々の邪悪 な
教 えをひ ろめ る。 コソス タ ンテ ィノスは これ らすべ てを論 破す る。
か くて,彼 は モ ラヴィアで40箇 月を過 ごした の ち,弟 子た ちを叙暗
して も らうべ く旅へ出 る。途 中,パ ンノニア侯 コツ ェルに迎 え られ,
スラヴの文字を伝 え,弟 子 を託 され る。彼は ロステ ィス ラフか らもコ
ツェルか らも贈 り物を うけず,か わ りに捕虜たちを も らい うけ る。
XVI:ヴ ェネ ツィアへの到着 。3言 語主義を かざ した ローマ教 会聖 職者
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7た ちが,コ ンスタ ンテ ィノスの ス ラ ヴ文字制定 を難詰 。彼の理 路整
然 とした反駁 と説得。
XVII:ロ ーマ教皇の出むかx。 クレメ ンスの聖遺体 を もたず さえて き
た こ とに よる奇蹟の現 出。教皇が ス ラ ヴ語 訳聖典 を聖別 し,聖 マ リ
ア教会に安置 し,ミ サを行 な う。その上,ス ラ ヴ人 の弟子 た ちの叙
階を命 じる。彼 らは叙階後ただ ちに諸教会 においてス ラ ヴ語 で ミサ
を とり行な う。 コンスタ ンテ ィノス と弟 子 た ちは このこ とで神 をた
た える。一方,ロ ーマの人 々は コ ソス タンテ ィノスの許をお とつれ,
あ ちゆ る質問を し,そ の何倍 もの 説 明 を うけ て帰 る。 ユ ダヤ人 も議
論 に来 る。
XVIII:そ の後,あ またの辛苦のの ち,つ いに病にたおれ る。あ る日,・
神 の現わ れ給 うのを見,死 を さ とり,聖 な る修 道 服を身 にま とい,'
キ ュ リロス と自らを名の り,'50日 過 ごした の ち,死 を迎 える。 神へ
の讃 美 と,お のれの人kの 加護を願いつ つ 永 眠 す る。享年42。 天地
開聞 よ り6377年,第2イ ンデ ィクテ ィオの2月14日 のこ とであ った。
教 皇はあたか も自身 のために とり行 な うよ うな葬 儀 を コンス タ ソテ
ィオスのために行な う。兄 メ トデ ィオスは,弟 コソス タ ンテ ィノス
のな きが らを 自分の修道院 に もちか え る こ とを願い出 るが,教 皇 は
自己の墓所た る聖ペ テ ロ教会に葬 ろ う とす る。 しか しメ・トデ ィオ ス
はふたたび願い出て,コ ンス タ ン テ ィノスがたず さえて きた ク レメ
ンスの遺骸 のねむ る聖 クレメ ンス教 会 に葬 ることをのぞみ,そ れが
かな え られ る。ふたたび葬礼を と り行 な お うとして,コ ンス タ ンテ
ィノスのな きが らを検分すべ く,ロ ーマ教会 の 司 祭 たちが枢の蓋を
あけ よ うとす るが,神 の摂理に よ り枢 の釘は 抜 け な か った。』コ ソス
タ ンティノスは聖 クレメレ ス教会 に埋 葬 され る。す る とそ こで多 く
の奇蹟 がお こ りは じめ,・これを見 た ロ ー マ の人 々は,彼 にい っそ う
の尊 崇の念を抱 くこ ととなった。
以上 が,VCの 梗概であ る。'
7.VCの 細部には さまざまな問題が 内包 され てい るが,本 稿では第12章 に
あ らわれ る2つ のエ ピソー ドを とりあげ てみた い。上述 の よ うに,第12章 に
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8おいては,コ ンスタ ンテ ィノスがバザ ール人 の地 か ら帰 る途 中,の どの渇 き
に苦め られ,そ の時の奇蹟が語 られ る。ついで,ク リミア.半島の ケル ソ ソへ
到着 し,そ の地の大主教 と晩餐を 共 に し,彼 の 死 を預 言 し,こ れが適中す
る。 これにつづいて,プ ルライ族の地へ とお もむ くことが語 られ るが,こ の
条下に2つ のエ ピソー ドがひそ んでい るの であ る。
8.こ こで該当箇所のテ クス トをかかげてお く(次 ページ以下 を見 よ)。 す な:
わちZitijaに よる写本Mの それであ る。該 当部分は原写本 の381のversoか
ら382のversoに 存す る(ibid.pp.76-78)。 なお原写本は28行 取 りであ る3)。
　
9.上 記Zitijaに は,こ のMに 関 し,Turilovに よ っ て テ ク ス トのtrans.
Iiterationとpaleographicalな注 が(ibid.PP.94-130;PP.123-130),さ
ら にFlorjaに よ る 現 代 ロ シ ア 語 訳 とcommentaryが(ibid.PP.94-13C;
PP・94-123)付 載 さ れ て い る が,こ こ で 上 掲Mの テ ク ス トを 翻 字 す る に あ た
り,Turilovの そ れ は 採 用 せ ず,主 に 次 のVaillant(t.1.PP.28-29)に
よ り,さ ら にLavrov(P.25)を 参 照 しつ つ,筆 者 に お い て 翻 字 す る 。
Andr6Vaillant,Textesvieux-slaves;1.Textesetglossaire,II.
Traductionsetnotes,Institutd'6tudeslaves,Paris,1968.(以下
Vaillantと 略 称 す る 。)
n・A. .JlaBpoB,1WaTepHaπHnoHcTopHHBo3HHKHoBeHH珊
πpeBHe営me茸cπaBHHcKo営nHcbMeHHocTH,PhotomechanicRe-
print,Mouton,TheHague-Paris,1966.(以下Lavrovと 略 称 す る 。)
翻 字 は 慣 習 に した が い,ロ シ ア 文 字 の 大 文 字 を 用 い る 。 原 写 本 は 上 掲 の と
お り,多 く の 場 合 い わ ゆ る 続 け 書 き(scriptiocontinua)であ る が,こ こ で
は 単 語 ご と の 分 か ち 書 き とす る 。 ま た 原 写 本 に お い て 母 音 文 字 上 に 付 さ れ て
い るspiritusな い しaccent様 の 諸 記 号 は,こ れ を 一 切 無 視 す る 。 ま た い
わ ゆ るtitloに よ る略 字 は()を 用 い て 開 い て 示 す 。.い わ ゆ る 語 末 の 重 ね
書 き も 元 来 の 位 置 に も ど す 。 〔 〕 は 筆 者 の 補 い を 示 す 。 左 端 の 数 字 は 原 写
本 の 行 を 示 す 。 原 写 本 で の パ ン ク チ ュ エ ー シ 。 ン は そ の ま ま 踏 襲 し て あ る
が,そ れ で は 文 の 切 れ 目が わ か りに く い か ら,Vaillantに し た が い,角 か
っ こ つ き の 数 字 で 文 末 を 示 す こ と とす る。 こ の 表 示 は,以 下 テ ク ス トの 解 釈
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11.上 記 テ クス トを翻 訳す ると次の ようになる。(訳 文 に 付 したか っこ付 き
の数字は,上 記翻字 テ クス トの文の切れ 目を示すそれに対応す る。 なお段落
について もVaillantに した が うこととす る。〔 〕は訳者の補 いを示 すが,
その うちのい くつかについては後に 問題 とす る.。)'= .
さて,プ ル ラィ(Phoullai)族 〔の地〕に さ くら1とつ なが つたか しの
大木が あうた。人 び とは 〔この木を〕 ナ レ'クサ ン.ドロス(註leksandros)
と呼 んで,そ の下 にいけに えを捧げ,女 にはその木に も,木 のいけに え
に も近づ くことを許 さなか った[1]。 さ て この こ とを 聞 ぐと,哲 人はた
め らわず に彼 らの もとに足 をは こび,彼 らの まん中に立 って彼 らに 〔こ
う'〕言 った[2]。 「ヘル ラス(Hellas)人 た ちは永遠 の苦 しみの中にはい
っている。〔た とい まこ とに〕偉 大なめでたい創造物 ではあ る 〔にせ よ〕,
天 と地 を 〔神 として〕あがめたか らであ る[3]。 だ.とすれ ば,火 に 〔くべ
られ る〕 はず のつ まらぬ木をあ がめてい るあ なたがた も,ど うして永遠
の 〔業〕火を のがれ るこ とがで きよ うか。」【4]
彼 らは答 えた[5】。「われわれ は,今 か らこれを しは じめたわけ ではな
い。父祖 か ら 〔これを〕受 けついだのだ。 この 〔木 の〕おかげで,わ れ
われは願い ご とをすべ てか なえて もらえ るのであ り,な に よ りもまず雨
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がた くさん降 って くれ る[6]。 そ してわ れ わ れ は,わ れわれの うちのだ
れ もがあ えて しなか った こ とを,ど うしてす るだ ろ うか[7]。 なぜ な ら,
もしだれかがお もい きってそれを した として も,そ の とき彼 は死を迎 え
るだ ろ うし,〔 世の〕 おわ りまで もはや雨 を 目にす る ことはないだろ う
か ら。」【8】
哲人 は彼 らに答 え 〔て言 っ〕た[9]。 「神 はあなた がたの こ とを聖 書で
語 ってお られ る。それなのになぜ あな た が た は神を こばむ のか[10]。な
ぜ な ら,イ ザヤは主 にな りかわ っ.て 〔大声 で〕叫んで 〔こ う〕言 ってい
るでは ないか[11]。『"わた しは来 て,あ らゆ る 部 族 と,あ らゆ るこ とば
とを集 める。彼 らは来 て,わ た しの栄 光を見 るで あ ろう[12]。わた しは
彼 らの上 に 〔ひ とつの〕 しるしをつけ,彼 らの うちの救われた者を もろ
,も ろの民,す なわち タル シス'(Tharsis),プ ル(Phoul),.ル ド(Loud),
モ ンク(Mosokh),ト ベル(Thobel)へ,ま た ヘ ルラスへ,ま たわた し
の名を聞い ていない遠 くの島 々に つ か わ す[131。す る と彼 らはわた しの
栄 光を もろ もろの民の 中に伝xる"と 全能 の神は 言 わ れ る。』〔14]さらに
また[15】」『見 よ,・わた しはお お くの漁夫 と猟師 をつかわす。彼 らは もろ
もろめ丘か ら,ま た岩壁か ら,あ なた がた を と ら}xる であろ う。』[16コき
ょうだいだ ち よ;あ なた がた を創 り給 うた神をみ とめ る が よい[17]。見
よ,〔 これが〕神の新 しい契 約の 福 音 であ る。 その中であなたがたはす
でに洗礼を受け ているのだ。」[18]
さて彼 〔哲人〕は この ように こ ころ よい ことぽで 〔彼 らを〕説 得 して
か ら,彼 らにその木を切 りたお し,そ れを燃や す よ う命 じた【19】。す る
と彼 らの長 老が平伏 して か ら,行 って福音書に 口づけ した。他 のすべて
の人 々 も同 じよ うに 〔した〕[20]。そ して彼 らは哲人 か ら白いろ うそ くを
受け とると,・〔歌を〕 うた いなが らその木 へ と向か って行 った[21】。 哲人
は斧 を取 り上 げ,33度 〔木を〕打 った。そ して一 同にそ 〔の木〕 を根元
か ら切 りた お し,〔 火 で〕焼 きは らうこ とを命 じた[刎 。 その晩;神 〔の
定め〕に よ り,雨 が降 った。彼 らはおおいな るよろ こび とともに神をた
たrx,神 もまた この こ とをいた くよろ こばれた[23]。




字体 では,古 い字体'1)1は すべてblと な ってい るこ と,ま た 同音 価のoy
と ～Sお よび8が 混在す る こと,同 音価 で も元来使 い分けのあ った1とH,
また0と ω の混用 がみち れ る。 さ らに,Tの 字体は本文中ではほ とん ど
mの 形 であ らわ れ,い わゆ る語 末の重ね書 きの際には さらにmとTが
区別 な く用い られてい るこ となどが認め られ る。 なおこの写本 では大文字 の
使用は,タ イ トルあ るいは主要 な文の切れ 目に朱文字 で認 め られ るが,き わ
め て数は少 な く,し た がって小文字 書体 の写体 とい うこ とがで きよ う。
綴 りの点を見てい くと,い ち じるしい特徴 は,語 末が閉音節化 した語 にお
いてjerを 落 として綴 る点 であ る。 これは当時の発 音の反映 とみな して よか
ろ う。順 に列挙すれ ぽ次の よ うであ る。
nO,凪,14酷EHE飢,ΦnJIOCωθ,HI4X,HX,K,CST,ωT,HAC,
H粥AT,KHHrAX,MOCωX,IA3blUおX,KA酬EHbIX,田E,a.
なお,381v.20-21〈8CJIbIHJAB'〉も上例に加 えてもよいか もしれ ない。
ぐ〉の記号 は,い うまで もな く,元 来 この位置 にjerが 存 在 していた こ とを
copyistが 記憶 していた こ とを示 してい る。OCSの 写 本 においては,ふ つ
う く弱い>jerを 省略 した しるしとして記 号 ぐ〉 を用い るこ とがあ り,さ ら
に語 末は 《弱い〉位置であ るか ら,《8CJIbl田AB'〉 は まさにその例であ る。
382r.18<JIOB'口A>は 語 中での同 じ場 合の例であ る(cf.lovbce4))。
とはい え,こ の写本 にお いてjersは 比較的正 しく保持 され てい る。 各k






ただ し382v.2<CEMb>は 中性 ・単数 ・所格で あるか ら<CE赫b>と な
るべ ぎ ところで,こ の場合'b/bを 混同 してい る。
b:Φ8JlbCTb,>KEHbCK8,0rHb,刀0>K双b,CM(E)PTb,
r(OCHO刀1)b,BbCE八Pb>KHTEJI正),HO田、b.
なお,'382r.1《0(TE)U1)〉 は本来の綴 りは語末 を<一b>と 綴 るべ きだ が,
本写本に おい ては例xぽ369r.v.に 見 られ るように単数 ・主格 を くωT(E一)
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Ub>と 綴 ってい る(cf.otbCb)か ら,す で に ロシア語 的綴 りに変 じて しま
っていた と考 え られ る。
鼻音g/jgお よび4/jgに ついては次の よ うであ る。
a)e/jeは 区別 されずにAの み で綴 られ,こ の点を度 外視すれば,比 較
的正確に本来 の綴 りが保持 され てい る。ただ し鼻音性は消失 していた と
思われ る(cを 見 よ)。 例:CA,HAqAJM,r(Faro)JIA,rPA,a8,
83PATb,.A3blKbl,丑A刀HAIA,Bb3BbCTATb,JIOE,UA,
H3JIOBATb,TPレ1丑ECATE.
b)4/]4は 綴 り自体が見ixず,各 々8/K)に 変 じて綴 られ ている。鼻音
で発音 されなか った こ との直接的な反映 と見'られ,こ の点e/jeと やや





c)上 述の よ うにe/J@は すでに鼻音の音価 を有 しなか ったわ けで,し た






以上 か らAは 当時Aな い しIAと 同一に発音 され て い た と考 え う
る。
綴 りの混 同は'bとEの 間で も見 られ る。次の例 は本来'bと 綴 るべ き
Eを 含む語 であ る。
例:APE田HEK),TPEBbI,TPEBAMb,双PEB8,双PEBO.
したが って,当 時bとEに 発音の近似 性があ った こ とがわか る。 すなわ
ち も は一方 では 堕 と同一視 され,他 方ではEに 近 づいていた とみ られ
る。
子音間の流音+jerの 結合,す なわ ち6/re,1も/lbに ついては,本 来 の
綴 りを踏襲す る もの(a)と,完 全母音化 して ロシア語 の綴 りに近 づいた もの(b)
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が見 うけ られ る。
a)本 来 の 綴 りを 保 持 す る例。 この場合,r/1は 本来syllabicな1/1
として発音 されてい た わ け で あ る。 ただ し,OCS写 本 に お い て は
しぼ しぽrb/lbと 綴 られ た1八P'b3H8Jrb(cf..drbznglb;現代
ロシア語 八ep3Hyの,双Pb3HETb(cf.drbznetb;同Aep3HeT),
B1)CE八P1)>KnTEJIb(cf.vbsedrb老iteljb;同BceAep》KHTe」lb).
b)完 全母音化 して ロシア語綴 りに近 づいた ものは,さ らに2つ に分け ら
れ る。
b-1)元 来a)と 同一のカテ ブ リーに属す る もの で あ る が,完 全母音
化 した もの:XOJI漸 丁)(cf・xlbm'b;同xo刀M),CM(E)PTb(cf・
Sbmrbtb;同CMePTb)・
t-2)本 来のr》rb,h/lbが その ままの順序 で発音 され ていた ものが,
完全億音化 した もの:KP(E)CTHJIH(cf・krbstili;同KpecT嗣H)・
このb-2)の<KP(E)CTHπM>は 本来であれば,<krbstili>のformの
上 ではbは 《弱 い〉位置 にあ るか ら完全母音化す るはず はないのであ るが,
他方 〈krbstる 〔十 字架 〕〉 なる ことぽにおいてはbは く強い〉位 置にあ り,
この場合はbがeに 完全母音 化 して 《krestL>と なった場合 もあ った はず
であ る。 ロシア語にお いてはさ らに語末 のbは 脱落す るか ら<KpeCT>な:
る語 が生 じ.るわけであ る。 この よ うな事情 か ら<krbstili>も くkrest㌔〉か
らの類推 が影響 を与 えてい ると考え られは しまいか。
次 に形 態論上,動 詞3人 称が<一Tb>で 終 わってい ることに気づ く。'これ




この よ うに明白な ロシア的特 徴を有 しなが らも,一 方ではOCSに 特徴的
な:《HO田,b,CBbLUA,nOCb田レ1,CもL耳H,C1)>KE田,1>な どの 《一蓉t一〉(sic)
を保 持 してい た り,さ らに 古 い 綴 りの 《S'bJIω 》 の くdz一》 な ども正 しく(SIC)
綴 ってい る(た だ し くJIOBSA>の<S>は 本来<3>と あ るべ きで,こ こで
は<JIOB3A>と 綴 るべ き語であ る)。
以上述べ きた った こ とか ら,.写 本Mの 言語 が まさにhybridな 言語 であ る
とい う一端 は,了 解で きる と思 う。 これ がこの写本 の言語,す なわ ちslavon
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russe.と 称 され ている ものの実体 であ る。
13.次 に,上 で示 したVaillantに 依 った文 の 切 り方に従い,主 た る 異 読
お よびそ れ に か か わ る読 み方 につ いて述 べ て お き た い。 この際主 として
Vaillant,Kliment3と 対照す るが,次 の 書 の か か げ るテ クス トも参照す
る。本書は今 日失われたVCお よびVMの 本来の綴 りに したが った原本
テクス トの復原を 目ざして得た テ クス トを ラテ ン文字 で掲 載 してお り,現 存




なお,以 下 では底 本はM写 本 を,VはKliment3にのせ るV写 本 をあ らわ
し,他 の校訂 テ クス トの場 合は校訂者名 を もってその テ クス トを示 す ことに
す る。最 初の数字 は底 本での文の番号(上 掲翻刻 テ クス トお よび訳文 におい
て文 末の肩 に付 した)で あ る。 次 の 数 字 は 底本 での 行 を 示 す。 なおVは
titloを 便宜上 開かずに示 してお く。.
1-16底 本<>KE>:V,Vaillantともに底本に 同 じ,L-Sな し。17底 本
<BEJII4Kb>:V<BEJIEI4>,yaillant底本 に同 じ,L-S<velbi>.17底 本
<CPOCJI7)CA>:V<C'bPACJIb>KECE>,Vaillant底本に同 じ,L-S
〈sLralsLse[sるraslbseの 誤植]〉.18底 本 〈nO双 〉の前に なに もな し:V
<M>あ り,Vai11ant,L-Sとも に 底 本 に 同 じ。18底 本 く皿'bAX8>:V




以下,こ の うち問題 となる部分のみ を と り上 げ る。底 本 《>KE>は,ギ リ
シア語<8e>の 一用 法の よ うに,話 題が変わ る場合に多用 され るか ら,あ っ
てよい よ うに思 う。L-Sテ クス トには存在 しないが,反 面,彼 自身 のポ ーラ
ン ド語訳では くBylza§uplemieniafulskiego[...]》 とくza§〉な る接続 詞が
入 ってい る点は考慮に入れて よい。底本<A'bAX8>に 対 しV《TBOPAX8》
とあ るのは語彙の違いだけで意味上 の違 いは ない。底 本 くHAP目UAIO皿E》
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に対 しV<HAPHUAIO田,ETOrO>,L-S《naricaj発話tei>と 前 者は<tb>
の生格=対 格,後 者 は<*i>の 対格 を ともなっているこ とは注意 され る。 し
たが って これ らを活かせば当該箇所は く人 び とは これを ア レクサ ン ドロス と
呼 んで〉 とな る。層底本<nPI4CTδnATI4>は不完 了体 と思われ るが,こ れ
に対 しV<nPI4CTOyl]14TI4>,L-S<prist卿iti>と完 了体 であ る。




2で は底本 〈8Cπbl田AB'〉 が完了体か らの 分 詞 で あ る の に 対 しVは
くCab皿IAB'〉 と不完了体か らの 分 詞 で あ る。 これ とは逆 に底 本<TP8・
乃14TI4cA>と 不完 了体 に対 し,vは 《noTPoy環4TI4cE>と完了体 を
用い ている。 なおVaillant〈TP8八1・ITH(CA)〉と 《CA>を か っこにつつ
んで い るのは,OCSで は<CA>を とる動詞が連続 した場 合,う しろの動詞
の<CA>が 省略 され ることがあ るか らであ り,L-Sが くtruditi》 のみ とす
るの はそのためで あろ う。底本<PETE>は 完 了体 でアオ リス ト,こ れに対
しV,L-Sは<rJIA》 《glagola>と 不完.了体 で アオ リス トであ り,体 の別
をの ぞけぽ,と もに く言 った〉の意 である。なお<nOCPbA'b>はVaillant
が語源を意識 して<noCPR'b>と 分 けて綴 るが,こ こでは1語 としてお
く.(cf.V<r10CPb》,L-S〈posr6dさ〉)。
3-23底 本<B'b>:Vな し,Vaillant,L-S底 本 に同 じ。23底 本<IHJM>:
V<HACJI'bAHJII4>,Vaillant底本 に 同 じ,L-S奪bli》.23底 本<M>:
V,Vaillant,L-Sい ずれ もな し。24底 本<H(E)B8>lV,Vaillant底本に





底 本 くBβb>:vな しに関 しては,底 本 は<CSTBbB'bqH8K)瓢8Koy
田JII4>と<CST田JIH>.に続 くゆx<B'b>が 必要 とされ るわけだ が,V
の場合 《coyTb[...]HAcJI'b刀H川4>,すなわち<HAcJI'b八HTH>が
他動 詞ゆ え くB'bqH8K)瓢oyK8》を対格 として取 り(し たが って<Bb>
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が不必要),全 体 としてVは くヘ ルラス人たちは永遠の苦 しみを うけ ている〉
となろ う。<HACJI'b川4TH>は元来 く相続す る〉 の意 であるが,こ こでは
〈κληρoり・μ6ω〉のふつ うの 用 法 であ る く分け前 として受け とる ・自分の もの
にす る ・得 る〉に対応す る意 であろ う。ただ し,底 本 く永 遠の苦 しみの中に
は いってい る〉に比べれば,V〈 永遠 の苦 しみ を うけている〉 とい う表現の
方が,や や作意性 が 感 じ られ る。底 本<H(E)B8>に 対 し,L-Sの みが
<nebesi>と す るのは,《HEBO>な る語 が元来s-stemで あったか らであ
り(cf.現 代 ロシア語複数 ・主格He6eca),他 はu-stemと の混同をひ き
お こ して しまってい るが,い ずれ も与格であ る こ とには変わ りない。底 本
<3E赫JIH>の うしろにはなに もないが,他 はVaillantも 含 めて<IAKO
Boroy>が 入 ってい る。す なわち く天 と地を神 としてあがめた〉 とな るわ
けで,上 述 の訳文 で も意味が と りやすい よ うに 〔 〕内に これを補 っておい
た。底本 《TAKOHBEJIHU'bH皿OBPもHTBAPH>に はやや 問題 が
あ る。 まず 冒頭 の<TAKOH>で あるが,<TAKOH>とVaillantなども
1語 とみ な してい る。ただ上掲 の写真 でみ られ るよ うに,末 尾の<H>の 上 に
はspiritusが あ って.,copyistの 意識では<TAKOH>と読んでいたの では
ないか と思われ る(た だ しこのspiritusの 有無は,あ てに な らない例 もまた
多数あ るこ とも事実 だが)。 げ んに,Vも この<H>の うえにspiritusが 存
し,校 訂者は<TAKOH>と 切 って読んでい る。ただ しM写 本 にあっては
これはspiritusの 誤写か もしれ ない。本来 《TAKOI4>が 正 しい として も
文意上,け っき ょくは同 じ意 にな ると解 され るが,た とえぽか りにcopyist
に とっては<TAKOY>と 解 されたの であれぽ,M・Vと もに この<TAKO
M>は 現代 ロシア語 の<XOTH/XOTb>にあた る譲 歩をあ らわす慣用表現 で
あ った可 能性は ないであ ろ うか。後考 を侯 ちたい。上 の訳文では 〔 〕を付
して訳 してお く。V<TAKOI4B'bCAKOHTBAPI4>の場合Kliment3
の ブル ガ リア語 訳では<一TaKHBaBe丑HKHHAo6pHTBopeHHH>すなわ ち
〈一 まこ とに偉 大かつ良 き創造物〉 と意訳 して しまってい る。す なわ ち次の
文 にでて くる 《X8双 もHBE田H>と の対照を勘案 しての こ とで あろ う。 ふ
つ うOCSで は<Vbsakb>は くす べ て の ・あ らゆ る〉の意 であ る。底 本
<BEJII4U'bH八OBP'bl4TBAPI4>は第1の 形容詞<BEJII4U'b>は 短語
尾形 であ るが,第2の それ く皿OBPbH>は 長語尾形 であ る。 通常OCSに
おいて2つ 以上の形容詞が定詰 として同一の名詞を修飾す る場合 は,第1の
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形容詞だけを長語尾 にす るとい う傾 向が認め られ るが,こ こではその逆 に な
ってい る。 なおL-Sは ともに短語尾形を採用 してい る。
4-25底 本<TO>KE>:Vなし。Vaillantは 底本に同 じ。L-S<to>の
み。26底 本 《roToBAHAorHb>:v《roToBoHAcb>KE>KEHIE>,
Vaillant底 本 に同 じ,L-S<gotovonaqghb>.27底本<ωTB'bqHArO
ωrHA>:V<BbqHArOωrHIA>,Vaillant<(ωT)BもqHArO
ωrHA>,L-S<v溌bnalegoognja>.
底本<rOTOBAHAOrHb》 の 《rOTOBA>は 直前の節の<BE皿b>
にあわせ て女性形 になってい るのに対 し,V,L-S<rOTOBO>と 中性形
であ るの は,さ らに前 の節 の く皿P'bBO>に あわせてい るた め で あ る。.ま
たVの<HAC'b>KE>KEHIE>は く燃すため〉 の 意 で あ る。底 本<ωT
B'bqHAroωrHA>と<ωT>が あ るのに対 し,V,L-Sは これが存 しな
いの は,動 詞<izbyti>が 古 くは生格支配 の動詞だ ったか らであ る。 その意
味でVaillantは か っこを付 してい る。.
5-27-28底 本<ωTB'b田,A田A>の うしろになに もな し:V,L-S<>KE>
あ り,Vaillant底 本に同 じ。 この 《)KE》 はあって もおか し くはない。 しい
て訳せ ば 《す るとその者たち 〔彼 ら〕は答 えた〉 となる。
サ 　
6-1底 本<HOωTO(TE)μbEC赫blnPHIAJIH>:V<HbωωUb
ECMbInP'bK3JM>,Vaillant底本 に 同 じ(た だ し注 あ り。後 述),L-S
〈m・otbcijesm'bprさjel孟 〉.2底 本 く皿0>K皿b>KE>:V<>KE>なし,Vail.
lant底 本に 同 じ,L-S<>KE>あ り。3底 本 《HA目 皿ETbMHOrb>:V<M
I4HAAMHωrAA>,Vaillant<(HA)14八ETb瓢HOrb>(ただ し注 あ り,
後述),L-S<idetbmるnogb>.
底 本<nPレIIAJIH>はVaillantの注 にあ る通 り,《nPb}AJIl4>と あ る
べ きものであろ う。<nPHIATM>と い う動 詞は存在 す るが,も とよ りここ
での意味にそ く・わ ない。L-Sの よ うに くnPb臨JM》 ととるべ きで,上 掲
の訳文 もこれに したが う。 なおVaillantも 注す るようにV<1]Pble∫IM>
は<np'b琉JM>の 異形 であるが,意 味はかわ らない。L-Sが<otbd>と
複数 ・造格に なってい るが,そ うで あ れ ば,<〔 われわれ は〕父 祖に よって
〔これを〕受けつ いだ》 とな り,多 少 受動 的意味が感 じ られ るこ とに な る。
も とよ りOCSの 受動構文 は受動分詞+bytiの 諸形 に よって構 成 され るか
ら,底 本の構文は完了 であって,明 白に こ とな る。ただ し,受 動構文 でのい
133
23
わゆ るagentは,ot'b+生 格 あ るいはたんに造格 で示 され るか ら,こ の両者
の用法上の か さな りの可 能性は大であ り,さ らに検 討を要す る ところで ある
が,い まは本来 の意 味で とってお く。な お ポ ー ラ ン ダ訳 は<przejeli6my
toodojc6w〔 わ れ わ れ は そ れ を 父 祖 か ら受 け つ い だ〕〉 とあ る。底本
<HAI4双ETb>は く降 りる〉の意で用い てい る と思われ るが,〈 雨が降 る〉場
合はL-Sの よ うに 《idet'b>を 用い る方が ふつ うで あろ う。Vaillantが か
っこを付 しているのはその よ うな意味か。なおvは<YHHAAMHωrAA>
とまった く異 った読 みを もつ。 この読みに従 えば くなに よ りもまず雨を また
他の おお くの ものを'〔得 る〕〉 とな る。Vaillantも 注に おい て これ と同種 の
variantを 提示 してい る。...
7-4底 本 〈HOC(Tb)丑P1)3H8Jrl)〉:・V底本に 基 本 的 に は 同 じ,
Vai11ant底 本に同 じ,L-S<nestdrbzn型b>。4底本 《ωTHACHI4・
KTO>KE>:V<HMKTO>KE>のみ,Vaillant底 本に 同 じ,L-S<nikbt⑰e
otrbnaSb>.
底本 く八Pb3H8Jn)〉 に対 し,L-S〈drbzn解 る〉 となってい る。す なわ
ち<drbzn亀ti>の 能動過去分詞短語尾形 ・男性 ・主格 であ るか ら くあえて し
た もの として〉 の意 であ り,jestsの 補語 とな っている。 ゆえにL-Sは くわ
れわ れの うちのだ れ もが あ え て し 〔た もの'としてい〕ない こ とを〉 とな る
が,〈 した ものがい ない〉 とい うこ と で あ り,ど うや らこの分詞 の補語 的用
法は,他 では意 味を くんでperfectumに とってかわ られ ている。底 本 〈ωT
HACHHKTO>KE》に対 し,V<HHKTO>KE>であ るか らたんに 《だれ もが〉
となる。L-Sは 語 順のちがいだけで底本 と意味上はかわ らない。
8-5底 本<Y>:V,L-Sなし,Vaillant底 本に同 じ。6底 本 〈TOrπA
>KEV>=V<TOr∬A>EE>,Vaillant底本 に同 じ,L-S<togda老e>。,6
底 本 《M巡AT>:V<H瓢AMbl>,Vaillant底本 に同 じ(た だ し注あ り),
L-S《imamb>。7底 本 く皿0>K八b>:V<双'b>KπA>,Vaillant<且0>K丑A》,
L-S《d'b彰da》.
底本<14MAT>は 後の不定形<BH八'bTM>と 呼応 して未 来を表現す る
が,こ こでは<HMAT>は くim6ti》 の3人 称 ・単 数 ・現在 であ るか ら無人
称 文的に用い ているこ とにな る。それに対 しVお よびL-Sで は1人 称 ・複
数 ・現在形を用 いてい るか ら,主 語は あき らかに くわれわれが〉であ り,し た
が って この箇所は くわれわれ も 〔世の〕 おわ りまで,も はや雨を 目にす るこ
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とは ないだろ うか ら〉 となろ う。 いずれ にせ よ,<im6ti>が 用 い られてい る
か ら くそ うい うこ とに なって しま う〉 とい う必然 性 ・運命性 が加 味 されてい
るわけであ る。底本<AO>K丑b>は 対格 ・単数 に とどまってい るが,Vお
よびL-Sは 生格 ・単数 であ り,動 詞が<HE>に 先行 され てい るか らいわ
ゆ る否定生格 となっている。OCSで は他動詞が否定 され る と,多 くの場合
この よ うに生格形にかわ る ことは周知の ことが らであ る。ただVaillantは
く双0>K皿A>と 対格 ・複数 に してい る。
11-9底 本<ωTJIHUA>:他本 との 異 同 は な い が,こ の表現は くδπδ
πρoσ(6πoゆの直訳であ り 〈～にな りかわ って〉の意であ る。
12-10底 本<rPA双8>:V<CErPE双8>,Vaillant底本に 同 じ,L-S
<gred亀 》.11底 本 く班3bIKbl>:V<B7bCEE3blKbl>,Vaillant底本に 同
じ,L-S<Vbsejezyky》.
文12か ら14ま では,イ ザ ヤ書66.18-20の 引用であ る。底本<rPAA8>の
前にはなに もないがVに は<CE>が あ る。 この<CE>は ギ リシア語<～ δ06
〔見 よ〕〉にあた る間投詞 であろ う。「七十入訳」(以 下LXXと す る)原 文F)
には見あた らぬか ら,Vに おけ る引用 の際 の付加 であろ う。文12で は イザヤ
66.18が 途 中か ら引用 され て い る か ら,イ ザ ヤ書で しぼ しぽ 用 い られ る
<～δ06>に あた る語があた か もincipit的 に用い られた の で あ ろ うか。 した
が ってVは く見 よ,私 は来 て 〔…〕〉 とな:る。底本<IA3bIKbI>は その前 の
<BCAnJIE踊EHA>の<BCA>が 意味的にかか ってい る と見て'(し か も
<IA3bIKbl>も 複数),上 掲の よ うに くあ らゆ る部 族 と,あ らゆる ことぽ と
を〉 と訳 しておいた。VとL-Sで は くあ らゆ ることぽ》 の くあ らゆ る〉 も
語 として明示 され てい る。 ち な み にLXXは 畠<π如τα、ぬ 翻レη κα～ τ必
γλ(6σαg>と あ るが,<τ 愈 γλ(6σα◇ を 〈πασα γλωσσα〉 とす る11世 紀 の写 本
も存在す るよ うで ある。
13-12底 本 〈nOCTABJIK)〉:V<OCTABJHO>,Vaillant〈OCTAB∫II()〉
(た だ し注 あ り),L-S<ostavlj4>.12-13底本<Crl(A)CEHbIA>:V
　




NBbOCTPOBbl双AJIHbIE>,Vaillantパ ン クチ ュ エ ー シ ョ ンの 外 は 底
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本 に 同 じ(た だ し くΦ8Jn)〉<OCTPOBbI>に各k注 あ り),L-S<vb
TharちsbivbFulbiLudbiMosochるiThovelbivbElad魂ivb
otokydalbnjeje》.,
底 本 〈nOCTABJIK)〉 に対 し他 は す べ て<ostavljg>を とってい る。
Vaillantも 〈OCTABJIK)〉 としてお り くnOCTABJIK:)》 を改悪 とみてい
るよ うであ る。LXXで は くκαταλε!ψω》とあ るか ら,た しかに<rlOCTABJIK)
〔私 は 〔しる しを〕つけ る〕〉 よりも くOCTABJIK)〔 私は 〔しるしを〕残 す〕〉
の方 が適切であ ろ う。 したが って 〈OCTBJIK)〉 を とれぼ くわた しは彼 らの
上 に 〔ひ とつの〕 しる しを残 し〉 となる。 ただ しKliment3の 注に よれぽ
<nOCTABJHO>とす る方 がヘブ ライ語 テ クス トに近い とい う(cf,ウ ルガ
ー タ訳6)<ponamineissignum>)。底 本<Cn(A)CEHblA>は形 容 詞 の
名詞的用 法であ り,複 数 ・対格 であ る6Kliment3の 注 に よれ ぽ,い ずれ
にせ よ受 動分詞 〈CbnACE田)〉 か らの派 生形 であ る とい う。Vの<CrlC-
AE赫blX>の 場合はLXX<σ εσ伊σμ6りoりg>の か な り忠実 な訳 と見 られ る。
ただ し前 者は受動現在分詞の複数 ・生格=対 格 で あ る の に対 し,後 者は受
動完 了分 詞の対格であ る。L-S<sbpasenbje>はく救 い〉 とい う名詞であ
るか ら,L-Sの テ ク ス トに従 えば くわた しは 〔…〕.しる しを残 し,彼 らか
ら救 いを もろ もろの民 〔…〕にっかわす 〉 とい う こ とに な る。つ ぎに底本
〈BbTAPCICb[…]〉以下 であ るが,こ の点はのちに詳述す るか ら,今 はか
んたんにふれ るだけに とどめ る。底本 《Φ8刀'b>に 対 しvの みが<Φoy丑b>
と別形 をのせてい る点に注意 された い。 した がってVに 従 えば,底 本 くすな
わち タル シス,プ ル 〔…〕〉はVで は くすなわ ちタルシス,プ ト 〔…〕〉 とな
る。 また底 本<OCTPOBbl皿AJIHAIA>に対 しL-Sが<otokydalbnjeje>
と別話 を用 いてい る。 ただ し意味 は同 じであ る。
16-17-18底 本<PblBI4TBbl>:V,Vaillant,L-Sほぼ 同 じ(た だ し　
Vaillant注 あ り)。19底 本<KA酌EHblX>:V<KA赫EHHI4>,Vaillant
底 本 に 同 じ,L-S<kamenbnyichb>,
文16は エ レ ミ や 書16.16の 引 用 で あ る 。 底 本<PblBHTBbl>に対 し,Vail-
lantはvariantとし て<PblBAPA>を 注 し て い る が,と もに く漁 夫 〉 の 意





(た だ しB1)Hb>KEに 注あ り),L-S<v'bib乞esejestekrbstili>.底本
<B'bHEM>KE>に 対 し他 はすべて<BbHb>KE>とす る。Vaillantは 二 次
的にはvariantと して<BHE>KE>および<BHEM>KE>を 採用 してい
る。<HEM>KE>は 関係代名詞<H>KE>の 単数 ・所格であ り<Hb>KE>は
同 じ<H>KE>の 単数 ・対格であ る。前置 詞のあ とに来 てい るか ら と も に
<n-epentheticum>が 冠せ られてお り,Vaillant等 ではOCSの 規 則 どお
　
り男性の単 数 ・対格 ではiた(=*j団e)がnjb茗e(=Hb>EE)と綴 られ てい
る。 よって,<Hb)KE>の 場合 は先 行詞が 《HOBblH3ABもT'b>とい うこ
とにな るが,《HEM>KE》 の方 は先行詞が<EV(AH)r(E)JIIE>とい うこと
になろ う(可 能性 として<HOBbIH3AB7bT'b>もあ りxる が,意 味上 そ
の よ うには とらない)。 したが って底本は くその 〔福 音 書 の〕中であなたが
たはすでに洗礼を受け ている〉 と な る が,他 はVaillantに 従 えば くその
〔新 しい契約 の〕 ことぽに よれぽ,あ な た が た は すでに洗礼を受け ている〉
と文章がやや こ となるこ とに な る。なお,Vの<H>は つ よめのための こ と
ぽであ ろ う。 さらにL-Sの 文末 〈...krbstili,〉 と く,〉にな ってい るが,
こ こで段落 を形成す るか ら く,〉の方 が よいで あろ う。
19-21-22底 本<14TAKO>KπE>:V<HTAKO>,Vaillant〈NTAKO
(>KE)〉,L-S<tako茗e>.22底本<8r(JIArO)JIABb>:V<OyB'bl皿ABb
HXb>,Vaillant底 本 に同 じ,L-S《uglagolavるichb>.23底本<E>:V
な し,Vaillant,L-S底 本に同 じ。
底本<HTAKO>KπE>の<TAKO>KπE>は<TAKO>KE>と 同 じ
であ ろ うが,お そ らくは元来L-Sの よ うに 〈tako茗e〔 さて,こ の よ うに〕〉
とあ った ものをcopyistが 〈tak⑰e〔 同 じく〕〉 と解 し,さ らに次の段 階で
これを 《tako記e〔 同 じく〕》 とした もので あろ う。底本文頭の 〈Y.〉の存在
もこ うした誤 りを生ぜ しめた一 因か もしれ ない。Vaillantが<>KE》 にか っ
こを付 してい るこ とが うなず け よ う。 したが って 上掲翻 訳では くHTAKO
>KπE>と 切 り,訳 文 は上述 の理 由に したが って 《さて 〔∵〕 この よ うに 〉
としておいた。底本 《8rJIAro刀AB'b>も<oyB'b皿ABb>も別話 であ る
が,と もに く説得 してか ら〉の意であ る(<uglagolati>な る動詞 は,Sadnik-
AitzetmUllerに は 出 て い な い が,Sreznevskijお よびMiklosichに は
〈πε1θεω〉 の意だ としてい る)。V《MXb>,L-S<ichb>は直接 目的語が加
わ ってい るわけで,こ れをいかせ ぼ く彼 らを説 得 してか ら〉 とな る。上 掲訳
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文では意味が とお りやすい よ うに く彼 らを〉 を補 っておいた。底本<E>は
い うまで もな く《C'b>KEI皿14>の 直接 目的語 であ って具体的には く双PEBO>
を さす。Vに は この直接 目的語が ぬ け て い る。おそ ら く自 明 ゆfxで あ ろ
う。
20-23底 本<nOKJIOHb>:V〈nOKJIOH'〉,Vaillant底本 に同 じ,
L-S<pokloni>.24底 本 く田ER>:V<NLHb>,Vaillant底本 に同 じ,　 じ
L-S<i§bdb>.24底 本<IEV(AH)r(E)JIIE>:V<CTOEEVJIIE>,VaiL
lant底 本に 同 じ,L-S<jevangelble>.
底 本<nOKJIOHbCA>は能動過去分詞 ・男性 ・主格形 であ り,V,Vai1-
lantも 同 じformで あ るのに対 し,L-Sは<poklonise>とアナ リス ト・
3人 称 ・単数であ る。次の 〈HIE丑 〉の前の く1分 の有無 に も関係す るが,
底本は くす る と彼 らの長老 が平伏 してか ら,行 って〉 となるが,L-Sは'<す
る と彼 らの長老が平伏 した。そ して行 って〉 となる。底本<IEVAHrE川E>
に対 しVは<CTOE>を 冠 す るか ら,こ れをいかせ ぼ く聖 なる福音書に〉 と
な る。
21-25底 本<K>:V,L-Sともにな し。Vaillantは 底 本 に 同 じ。25底
本<14>:V<H>,Vaillant〈(H)〉,L-S<i>.26底本 くH皿OLHA》:V
<14∬0田E>,Vaillant底 本に同 じ,L-S<ids>.
底 本は じめの<Y>がV,L-Sに は ないか ら,そ れ に したが って<>1〈E>
をいか して訳せば,〈 さて彼 らは…〉 と な ろ う。底 本<Hπ0田A>もVの
<1仙0田E>も,<iti>のい わ ゆ るx一 アオ リスrの3人 称 ・複数形(し か
もともにそれぞれのslavon形)で あ るが,L二Sは よ り古いいわゆ る 《root
aorist>の それ であ る。 よって意 味上 の変化は ない 。
22-26底 本 〈ΦMJIOCω θ〉:Vな し,Vaillant底 本に 同 じ,L-S<filo・
sof'b>。27底 本<TPH双ECATEジNTPHKPATbl8双APH>:V<N
　
TPH八ECEHTP目KPATbOy,πAPHBb>,Vaillantパ ン ク チ ュ エ ー シ
　
ヨ ンの 外 は 底 本 に 同 じ,L-S<.1.i.g.(33)kratyudarb>.27底 本 《H
nOBEJIもH>:V<nOBEJIb>,Vaillant〈NnOBEJIも 〉,L-S〈povelさ 〉。
28底 本<HCKOPEHIA,14C'b>KE㎎IE>:V《1414CKOPEHHTMErO
HC'b>KE田H》,Vaillantパ ン ク チ ュ エ ー シ ョ ン の 外 底 本 に 同 じ,L-S<i
iskorenit蓋jeisbをe忌tije>.
底 本=〈 ΦHJIOCω θ〉 がVに な い 。 こ れ に した が え ぽ 《彼 は 斧 を 取 り上 げ 〉
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となる。底本 《TPH八ECATE,HTPHKPATbI8双APM>は く,〉 は不
問 として,《8八APH>は くudariti》 のアオ リス ト形 である。 これに対 し,
Vお よびL-Sは 多少formが ちが うが,と もに能動過去分 詞形 であ る。次
の底本 〈HnOBEJI'b目 〉 の<HnOBEJIb>とつづけて考えれば,底 本
はアオ リス トの連続 であるか ら,<哲 人は斧 を取 り上げ る と,33度 打 った。そ
して 〔…〕命 じた 。》 となる。 これに対 し,Vお よびL-Sは,<哲 人は斧 を
取 り上げ る と,33度 打 ってか ら,〔 …〕命 じた。〉 とな る。 底本<nOBEJI'b>
の うしろの<H>はVaillantも削除 してい る。 なお,L-Sの く.Li,g,〉 は
キ リル文字 文献 としてオ リジナルを扱 った場合での表記であ り,グ ラゴル文
字 文献 とした場合 は,こ とな るこ とはい うまで もない。《33》度 とい う数 に
関する問題についてはのち とりあげ る(第16節)。 底本 〈HCKOPEHIA,N
C'b>KE田IE>の 部分は とくに前半に おい て,V,L-Sが まった くことな る
読 みを とる。すなわち底 本は<C'blUHNCKOPEHIA>と つづ き 《根か ら
切断す る〉の意であ る。 これに対 しVやL-Sは 《それ を切 りそ して根 ご と
引 き抜 く》 とあ る。 しか もVは くそれを〉を<Ero>で 示 してい るか ら,
<:N>の いわゆ る生格=対 格で あ り,お そ らく<AπE益AH'App>をさす。
すなわ ち木を擬人化 してい るわけ であ る。 これ に対 し,他 は 中性形<je>で
うけてい るか ら くdr6vo[木]〉 を さしてい る。 け っき ょくの ところ,文15
の後半は底本におい て<〔 …〕打 った 。そ して一同にそ 〔の木 〕を根か ら切断
して焼 きは らうこ とを命 じた〉 とあ るの に対 し,Vは 《〔…〕打 ってか ら,
一 同に そ 〔のア レクサ ン ドロス〕を切 って根 ご と引 き抜 きそ して焼 きは らう
こ とを命 じた〉 とあ る。L-Sも ほ ぼ 同 じで<〔 …〕打 ってか ら,一 同 に そ




八b>KbBblCTb,NOynO目3E酪JIK)〉,Vaillant底本 に同 じ(た だ し
《AC>K双b>の うしろに注 あ り),L-S〈abbjeotbbogad甜dbbystb>.
1底 本 く>KEBEJIMKOIO>:V〈BE川EK)〉,Vaillant底本に 同 じ,L-S
〈velbjejεし〉.
底本 く瓜0>K八b[…]〉 の条は,語 順 の 異 同 は と も か く,問 題の第一は
<abbje>の 有無 であ る。Vaillantも い くつかの写本で<ABME>が 付加 さ
れ てい る と,注 意を喚起 してい る。 この<abbje>に つ き,す ぐに想起 され る
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のが,同 じVCの 第14章 であ る。皇帝にス ラヴ布教を命 じられた コンスタ ン
ティノスが,い まだ文字 を もた ぬ 民 の た め に,文 字を得ん と神に助けを求
め,神 は啓示を与 えて,彼 はその こ とに成功す る とい うくだ りで ある。L-S




pbsatijevangelbskギ 〔哲人 は退 出 したのち,昔 か らの 〔おのれの〕 な
らわ しに従 って,他 の協力者た ち とともに一心 に祈 りを捧 げた。 す る と
やが て神 が,お のれの しもべたちの祈 りを聞 きいれ られ,彼 にそれ 〔す
なわ ち文字〕を啓示 された。す ると 〔哲人は〕た ち ま ち 文 字 を 作 り上
げ,福 音書 の本文 を書 きは じめた。〕
この テクス トに も細部 には異 同が当然あ るが,い まはのべ ない。ただ興味深
い こ とに この場合はM写 本,Vaillantは<TOr皿A>とあ るが,Vは<ABIE>
とあ るこ とであ る。 ど うや ら,VやL-Sは 神 祐 の現出 と こ の 語 は 結 び
ついてい ると考 えて い る ふ し が み え る。第二 はvが さ らに<YQynOH
3E踊JIK)〉 とい う剰余 の文 を もつ こ とで あ る。 これは底本Mに は相当部が
な く,ま たVaillantもL-Sも同様 にない。 以上底本M<双0>K八b[…]〉
以下 は,L-Sで は くその晩,神 〔の定 め〕 に より,に わ か に雨がふ った〉
となるが,Vは くその晩,神 〔の定 め〕 に よ り,に わかに雨がふ り,大 地を
うるお した〉 とな る。ただ し,こ の く大地 を うるお した〉 はやや冗長 な感 を
いだかせ る。付加 であろ うか。
以上 底本Mを 中心 として,V,Vaillant,L-Sのテ クス トとの異同を概観
したわけだが,当 然の ご とく,Vaillantは われわれ と同一の底本 を テ キ ス
トの底 本にすえ,要 所において他写本の読みを採用 してい るとい う方針 であ
る。 これに対 し,L-SはVに 近 い。 そ して,底 本MとVは,全 体 の 筋 か ら
眺 めれば,結 果的には 同 じでき ごとを語 ってい るわけ であ るが,細 部 では こ
とな り,そ の細部 ではVがMよ りも冗長性を帯び る傾 向に あ る といxよ う
か。 この冗長性の評価 は軽々に論 じるべ きこ とではないが,原 テクス トとの
系譜あ るいは伝承上 の問題 と関連 づけ られ るであろ う。かんたんにい えぽ,
Vは 底本Mと は別系統 の伝承 に したが った写本であ る とい うこ とであ る。た
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だ し,ど ち らが よ り古いテ クス トを保存 してい るか とい う点に なる と,こ と
は単純 ではない。いずれにせ よ,MとVは ともに相補 う重要 な写本 であ るこ
とは確め られた と思 う。
14.次 に内容 にかかわ る事柄 につ き,若 干述べた い。
上掲 テ クス トの内容の概略 は,哲 人 コ ンス タ ンテ≧ノスが クリ ミアの ケル
ソンにたち よった とき,プ ルライ族が さ くらとつ なが つた くア レクサ ン ドロ
ス〉 と呼ばれ る大木を祀 ってい るこ とを聞 き,そ の地に赴い て説教 をお こな
い,彼 らを回心 させ る。す る と神に よって 奇 蹟 が お こ る,と い うことであ
る。
Zitijaのcommentaryにもとづ き述べ てゆ く。 まず くプ ルライ族〉 であ
るが,結 論的に言 えば未詳であ る。Zitjjaに よれ ぽ,<プ ル ライ族 》は他の
文献に よって も不 明で あるが,た だ8-9世 紀の文献には<Fully>な る都市
の名が何度か出て くる とい う。 この名は,ク リミア半 島の主教 区中心都市 と
して,787年 か ら知 られてい る とされ る。 ただ し くFully》 の場所 は確定 され
てい ない。一説に よれぽ今 日のBax乙isaraj地 区のCuft-kaleに あ った と
し,他 方では<Fully>をKoktebeP近郊のPlanerskoje村 付近に ある中
世の居住地跡 と同一視 してい る。け っ き ょく,テ クス トに したが えば くプル
ライ族〉・とは<FUIIy>の 近 くに住 んでいた独 自の慣習を保持 していた一族
であ ろ うとしてい る(Zitija,p.106,commentary3による。なお,さ らに
くわ しくは,こ のcommentaryを 付 した 同 じFlorjaのSkazanija,P,122;
Dvornik,pp.205-206参 照8))。
テ クス トか らわ かる こ とで あ る が,プ ルライ族は コンス タ ソティノスの
『旧約聖 書』 の引用に よる説教 を理 解 したわけであ り,し たが ってお そ ら く
は元来 キ リス ト教 徒であ りなが ら,異 教の風習す なわち樹 木崇拝を残 してい
た一部 族であ ったのであ ろ う。
Zitijaのcommentary4は大木の名前 くア レクサ ン ドロス〉を問題 に し
てい る。すなわち ここでは この名は固有名詞では な く,<蹴6ξ 伽δρog>一 《男
の庇護者〉を意味す る一 とい う通称であ る とす る。 これはDuj己evの 説 に
従 ってい る(さ らに くわ しくはSkazanija,PP.122-123を見 よ)。
今 日Dujこev9)の この説は定説 とな って うけいれ られ てい る。Dujこevも
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注 す る通 り,Liddell-Scottlo)に も普通名詞 として<defendingmen>の.訳 語
が載 ってい る(な おviz.∂ λ6ξω<wardoff>,∂ 功ρ(G.伽 δρ69)<aman>)。
Duj己evに よれ ば,VCの 著者 が十 分にギ リシアのoriginalの さす ところ
を了解 していなか ったために生 じた誤 りであ る とい う。Dvornik(1970)11),
P.344はDuj6evの 説を 引用 しなが らも,<alexandros>を<protectingthe
men>と し,さ らにVCの 著 者が この名前をAlexandertheGreatのそ
れ と解 す ることに よって,当 該 の文を誤解 した よ うに思 える と述べ てい る。
Vaillantも<alexandros>を<protecteurdeshommes>とし,そ の意 味の
語の ギ、リシア語 訳だろ うとしてい るC<defendingmen>に せ よ<protecting
themen>に せ よ、同内容 をさ してい ると.解され るが,と もにそれは この木 の
呪術性 と関係す るはずであ る。 なおVMに は残念なが らこの テ クス トとの
併行記事 がない。ここでは,結 論 的には<aleksandros>を,〈 男の庇護 者〉を
意味す る土語 のギ リシア語訳が誤 ってテ クス トに残 った もの と解 してお く。ソ
その樹木崇拝 について,Zitijaに はcommentaryが ない。 ただKantor
は,こ うした現象 は原始 宗教 儀式には 通常 の こ とであ った とし,Frazerの
"TheGoldenBough"に例 があげ られてい るとしている。 さらに,ギ リシ
ア皇帝ConstantinusPorphyrogenitus(913-953)が,ロシア人は聖 グレ
ゴ リオスの名 にちなんだ 島の樫 の巨木 の前 で動 物をいけに えに ささげ ていた
としる しているこ とを述べ てい る。そ して,明 らかに この部族はキ リス ト教
徒であ った が,い まだあ る種 の異教 の 風 習 を 保 持 していた と注 してい る。
Kantorの 結論 は ともか くとして,プ ルライ族の この風習を,テ クス トに よ
って,も うす こし詳細に見 てゆ くべ きではなかろ うか。.
箇条書 きに してゆ くと次の よ うにな る。① この木はか しの大木で,さ くら
とつ ながっている。② その名は ア レクサ ン ドロス とい う。③その木 の下 にプ
ルライ族 はいけ にえを捧 げ る。④ 女はその木に も,い けに えに も近づ くこ と
が禁 じられ ていた。⑤ この木 の崇拝は父祖か らの継承であ る。⑥ この木はあ
らゆ る願 いご とをかな えて くれ る。 とりわけ雨をた くさん降 らせ て くれ る。
⑦ この木 を切 る ことは タブーであ り,そ れをすれぽその者は死ぬ こ とに なっ
てい る。⑧ また この木 を切 れば,永 久に雨が降 って くれな くな って しま う。
KantorはFrazerを あげてい るか ら,こ の木が雨 と関係 してい るこ とは
了解ずみであ ろ う。⑥⑧ でその点はふれ られてい るが,こ の木はか しの大木
であ り,か しの大木 が雨 と関係 があ ることは よく知 られてい る12)。③は おそ
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らく,元 来雨 乞いのためにいけに えを捧げた ものであろ う。 しか し,も うひ
とつ重要 な点は,① すなわち このか しの大木が さ くらの木 とつ なが っては え
てい る点であ る。 この点は私見に よれ ぽ見逃 してはな らない ところであ る と
思 う。 さ くらんぼ うは ヨー ロッパにおいて,ふ つ う く処女性 〉の シ ンボル と
みな されてい る。そ の木 は,神 格化 されれ ぽ,お そ らく女性 神であ り,豊 穣
の シ ンボルであ ろ う。(Frazerに20世 紀初 頭の報告 として,ス イスでは,初
産を した女性に最初 の実 を食 べ られた さくらの木 は,実 をた くさんつけ るよ
うに なる と考xら れ てい る とあ る。)13)それに対 し,か しの木はZeusあ るい
はJupiterに 擬せ られ て,火,雷 そ して雨に関連づけ られ る男性神 であ る14)。
この男性神 であ るか しの巨木 に女 性神であ るさくらがつ ながっては えてい る
こ とに な るのであ る。
す なわ ちわれわれ のテ クス トにおいては,第 一義 的には,こ のか しの大木
は男性神であ って,雨 をつか さどる もの とみな されている。 男性神ゆ え,女
性は遠 ざけ られ,神 ゆえにいけにえが捧 げ られ る。 そ して第二 として,そ の
か しの大木に女性神た るさ くらが共棲 している。 それゆ え ます ます,あ らゆ
る願い ご とが成就 され る,豊 穣 さが約束 され るとい うことではな:いか。以上
の こ とは,あ た りまえす ぎるのか,ほ とん どどの注や文献 に もふれ られ てい
ない よ うに思 うので,こ こで紹介 してお きたい。
15.次 にZitijaのcommentary5は,上掲翻刻 文お よび訳文13に あた る
箇所 が イザ ヤ書66.18-19で あ る とす る。つ いで,聖 書のギ リシア語 テ クス ト
においては,諸 民族の列挙部分に あ らわれ るの は<Fu1>で は な く<Phoud>
であ るこ と,そ して 〈Fu:〉 とい う名称 はヘブ ライ語 テ クス トのみにあ らわ
れ るとす る。 さ らにMinnsに 従い,コ ンスタ ンテ ィノスがヘブ ライ語 を識
っていた証 しで あ ると注 す る。
この説 も今 日では定説 として うけ入れ られてい る。ただMinnsが<Ful>
とい う形がギ リシア語 テ クス トではな くヘブ ライ語 テ クス トにあ らわれ るこ
とを指摘 したのは1925年 であ った15)。 いま煩 をい とわず,問 題の引用 を検討
してみ よ うと思 う。
一般 に古代教会に おい てr旧 約聖 書』 の引用 はギ リシア語 訳のLXXに よ
る。 コ ンスタ ンテ ィノスの属 した東方正教会 も例外 ではな く,現 にVCの
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引 用 は ほ とん ど がLXXの テ ク ス トに 一 致 す る 。 た だ し コ ソ ス タ ンテ ィ ノ ス
は 他 の 古 代 訳 に も通 じ て い た こ とが 諸 処 に うか が わ れ る し,ヘ ブ ラ イ 語,サ
マ リア 語 の 聖 典 に も 通 じて い た と語 られ て い る(本 稿 第6節 の 梗 概 を 見 よ)。







こ れ に 対 しLXXは 次 の よ うに あ る(ZieglerのGδttingen版16)によ る)。
た だ し 上 の 引 用 部 分 は イ ザ ヤ66.18の 途 中 か ら19の 途 中 ま で で あ る 。
乙ρxoμα`σ ひレαγαγεεレ π{をレτα τ凌 乙θりη 」airayγ λ{6σσα9,」ai形 ξoひσ`」ai
δψ0りτα`τ カリδ6ξαりμ0り.κα～καταλε1ψω δπ'αδτのり σημεεα κα～δξαπ0στε2の
δξ αδτのり σεσ(ρσμξレoり～}etSτ 凌 乙θりη,ε～9θ αρσ`9κ α～φoひδ 」ai∠oひ δ κα～
M・ σ・X」aiθ ・β・λ ・α～ ・～9・ カジEλ λ凌δα ・α～ ・♂9τ 面 喰 ・・9・ 凌9・6ρ ρω,
ofOδ κ 涜κηκ6ασどyouτ δ δり0μα[…]
〈φω δ〉 の1語 を の ぞ き,語 順 か ら 接 続 詞 の 用 い か た,前 置 詞 の 有 無,修 飾
語 の 位 置 ま で,底 本 とLXXは す っ か り同 じ で あ る こ とが よ く わ か る で あ ろ
う。 た と え ぽ,<EC$τa紹 レη,ε～9θ αρσ`9κ α～ φ0りδ κα～」0ひδ κα～MoσOZκ α～
θoβελ κα～εな τヵジEλ 雑 δα πα～ECSτ 必 功 σωgτ 必 π6ρρω 〔も ろ も ろ の 民 へ,
〔す な わ ち 〕 タ ル シ ス,プ ト,ル ド,モ ン ク,ト ベ ル へ,ま た ヘ ル ラ ス へ,




底 本Mは 《φω δ〉 を<Φ8∫rb>に か え て い る だ け で,他 は す べ て 同 じ とみ な
せ る 。 そ れ に 対 し,vは くB7)Φoy丑1)〉 と 《Bb>を 付 加 し,そ してLxx
の ま ま の<ΦOy丑b>を 保 持 し て い る 。Zieglerのapparatuscriticusをみ
て も,RahlfsのStuttgart版 ユ7)LXXの そ れ を み て も,《 φoひδ〉 の 前 に
《ε～9》 を 有 す る 写 本 は み あ た らな い よ うで あ る 。 した が っ て わ れ わ れ の と り
扱 っ て い る テ ク ス ト内 で は 少 く と もVに 特 有 の 付 加 と い う こ と に な る。 しか
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しな:によ りも問題 なのは,vが<Φoy且b>とLxxに あわ せて しまった点
にあ る。Kliment3の 注 に よれぽ この箇所 を<Φoy皿b>と す る写本が他に
も存在す る ようであ るが,し か しそれ では コンス タンテ ィノスの説教 の意味
がな くなって しま う。 この箇所 を 《Φ8JI'b>と したか らこそ,〈 プル ライ族〉
は コンスタ ンテ ィノスの言 に耳 をかたむけた の で あ り,《 その中であ なたが
た はす でに洗礼 を受 けてい るのだ〉 とい うこ とぽ も承認 す るこ とに なった は
ず であ る。 よって,vが<B'bΦoy皿b>と す るのは,文 意を無視 した改悪
とみな さざるをえない。
さて このLXXの 〈φoりδ〉 はZieglerのapparatuscriticusにも,
〈ψωθ〉 とい うvariantは のせ るもの の 〈*φωλ〉 なる形 はのせ てい ないか
ら,LXX写 本 には今の ところ存 しない とい える(Rahlfsも 同様)。 コンス
タンテ ィノスが知 ってい た と思 わ れ る(VC第9章 末 参照)古 代訳 の一つ
'「アクウ
ィラ訳」は,ヘ ブライ語 聖書の忠実 な逐語訳 ともい うべ き もの とさ
れ るが,残 念なが らOrige血esのHexapla1B)をのぞいてみ ても,ア クウィ
ラ訳を含む他の古代訳 について も 《φωδ〉 に関 しては記載が ない。
・さて この箇所を マ ソラ本文'で 見 てみ る とた しか に く均[プ ル]〉 と語
末の文字は1直medhで ある。 これ はKittel-KahleのBibliaHebraica19)
で も,最 新のBibliaHebraicaStuttgartensia20)でも同 じで ある。 そ して と
もにapParatuscriticuscこ おいて,CodexSinaiticus等 の ギ リシア語大 文
字写本お よび古 ラテ ン訳写本 にあ っては,,こ の箇所 が 〈φoひδ〉で ある として
い る。古 ラテ ン訳が くラテ ン服を ま とった七十入訳〉 と特徴づけ られ るよう
に,LXXと 同様に 〈φωδ〉 に対応す る形 を有す るのは了解 でき る。
いずれにせ よギ リシア語訳 は 〈φωδ〉 あ るいは 〈φωθ〉 と最後の文字 が
<d>あ るいは<th>で あ るのに対 し,ヘ ブ ライ語 テクス トは<1>で あ るこ
と。 したが って;Minnsの い うよ うに,コ ソスタ ンテ ィノスはか ように さ
さい なvariantを 自分の 目的のため にっ かい こなせ るほ ど,ヘ ブ ライ語 テ
クス トに通 じていた こ とにな る。 これ が紹 介 したい第二 点で あ6た 。
以下ややわ き道 にそれ る。LXXは 離散 した ユ ダヤ人 の中 で読 まれ ていた
古い通俗の ヘブ ライ語 テキス トが土 台 とな ってい るのに対 し,マ ソラ本 文は
厳密 な改訂版で ある とされ る。 したが って当然マ ソラ本文 とLXXの 翻訳 の
底本 とはこ となっていた はず であ る(こ とは この ように 単 純 ではないが)。
さて,そ の前 にイザヤ66.19に 列挙 され てい る地名 が具 体 的には どこを さす
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ので あろ うか。 まず ヘブ ライ語 か らの同66.18-19の 訳 を 見 てお くと,関 根
正雄訳は次の ようにあ る2D。(引 用 にあた り体裁を変 更 した。以下同様。)
わた しはすべ ての民 と族 とを集 め るために来 る。彼 らは来 て,わ が栄光
を見 る。わた しは彼 らの間にひ とつの しる しを置 き,彼 らの うちの残れ
る者 を諸 国の民 に遣わ す,す なわち タル シシ,プ テ とルデ,メ シェクと
ロシ,ト ゥバル とヤバ ン,遠 い島々で,そ れ らはわた しの ことを聞いた
こ ともな く,わ た しの栄 光を見た こ ともなか った。
問題の箇所 を くプテ〉 と訳 してい ることに注意 された い。 そ して注に おいて
次の よ うに地 名について述べてい る。
「タル シシ」 六〇 ノ九 参照。「プテ とルデ」 アフ リカの民族(創 世記 一〇
ノ六 ・一三,エ レ ミや書四六 ノ九,エ ゼ キ エ ル 書 二七 ノー○,三 〇 ノ
五)。 「メシェクとロシ」 ギ リシア訳に よる読み方(な おエゼキエル書三
八 ノニを も参照)。 「メ シェク」 は黒海 の東 南にいた一族(エ ゼキ エル書
三八 ノニ,三 九 ノー),「 ロシ」も同様 であ ろ う。「トゥバル」同 じく黒海
の東南 にいた(創 世記 一〇 ノニ)。 「ヤパ ン」 イオニヤ,広 くギ リシア。
「遠い島々」前 と同格で な く,広 く.地中海 の国々を指す らしい。
い ま 「プテ」のみ を問題 とす る。 同氏訳創世 記22)10.6に は 《・・ムの子 らは ク
シ,ミ ツライム,プ ト,カ ナ ン》 とあ り,〈 プ ト〉につい て は 注 はない。 同
工 レ ミャ23)46.9<立 て よ,騎 兵,戦 車 よ,走 れ。勇士 よ,進 め,盾 を とる ク
シ人,プ テ人,弓 を張 るルデ人 よ。〉注 に 《「プテ」は ソマ リーラ ン ドの岸の
ブ ン ト〉 とあ る。 同エゼキエル24)27.10は 《ペル シア,ル デ,プ テの人 々は
兵士 として君 の軍 に加わ り,盾 とかぶ とを君 の中に掛け,彼 らは君 の栄 え と
なった。〉注に 《プデは北 アフ リカの リビヤ とされ るの で〉 とあ る。伺30.5
<エ チオ ピヤ とプテ とルデ,全 ア ラビヤ と リビヤ と契約の地の子 らが彼 らと
一緒 に剣に倒れ る。〉注に 《「プテ」「ルデ」に つ き二 七 ノー ○ 参照 。》 とあ
る。いずれにせ よ諸書にお いて 「ルデ」 との並存 よ り 「プテ」 は アフ リカの
一民族 と結論づけ られ,し たが って 《Pul》 は<foul>あ るいは 《φoりθ〉 の







すなわち これ らの地 名の列挙に よって,当 時知 られていた古代人 の全 世界を
あ らわ したわけであ ろ う。
さてLXXの 底本 は古 い通俗 のヘ ブライ語 テ クス トであった らしいが,し
たが ってそれを忠実 に訳 しているのだ とす れば,そ の通 俗のヘ ブライ語 テ ク
ス トには 《り「O>と 最後 の文字 が,tethと なっていたはずであ る。 しか し
その よ うな写本は伝 承 されてい ないの である。1947年 にいわゆ る死海写本が
発見 された。そ のなかに イザヤ書が2点,う ち1点 はイザヤ書全文を含む完
全 な ものであ った(い わゆ る 「死海写 本イザヤ書A」 。IQIsa)。 このIQIsa
は西暦紀元 の初頭 の もの とみ られてい るが,た だ し,中 世での最良の写本 よ
り多 くの点で劣 ってい る とされ る(な お 『旧約 聖書』全体 の写本は,10世 紀
以後 のもの しか ない。いわゆ る旧約 の 「公認 本文」 が完成 されたのは14世 紀
であ る。 なおKittelで は,第3版 以来 テ クス ト本 文のbasisと して1008年
の レニ ングラー ド写本(B19△)を 用い てい る)。 しか しなが ら,別 の観点か
らすれ ぽ,IQIsaの 発見 は,通 俗 ヘ ブライ語 テ クス トがパ レスチナに も存在
していた ことを示 してお り,興 味ぶかい といわ なけれぽ な らない。 その通俗
性 にお いて,LXXの 翻訳底本 とIQIsaは 近親性を もってい るの では なか
ろ うか。 しか しなが ら,Kittel-KahleのapParatus第2欄におい て も,問
題 の く㌧、邑〉に関 して注はない。Burrows26)の 写真版 お よび 翻 字(パ ラレほ
ルテ クス トにな ってい る)を のぞい てみ る と,写 真は不鮮 明だ が 《ラ10>と
翻 字 してあ る。最近刊行 された カラー版のそれ27)を のぞい てみ る と最後 の文
字 に破損があ るものの,ど うや ら文字 は16medhで あって,t6thで は ない。
す なわちIQIsaも,〈 プル〉の読みを保持 していたわけで ある。 この写 本の
テ クス トは通俗版のそれであ り,本 質的には マ ソラ本文 と一致 してい ること
が確認 され ているが,一 方,非 常 に多 くの相違点 も含 んでいる とされ,文 献
学的には重要 なものであ る。上の 《プル〉 につい ては,こ れ らのふたつ のテ
クス トで一致 してい るが,そ れ はど うい うことなのであ ろ うか 。伝承 と して
《サ1g>と い う読 み が 確立 し ていた こ とを しめ しは しまいか。 もしこれが
<O「9>の 明 確 な 誤 ま りであ るのだ とすれ ぽ,ヘ ブ ライ語本文 において こ
れが誤 った理 由を,さ らに ギ リシア訳 との関係に つき明確 な説 明を,旧 約文
献学者は要求 され るはずであ る。 しか しなが ら,ど うや ら決め手がない よ う
であ る。上 掲の関根訳は くプル》を くプテ〉 とした ことにつ き何 も語 ってい
ない。あ ま りに も明 らか な ことなのであろ うか。
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なお英 訳聖書においては,1611年 欽定訳(AV)28)で 《Pul>,1885年 イギ リ
ス改訂訳(RV)で<Pul>,1901年アメ リカ標準訳(ASV)で<Pul>と あ
って,注 はない。1952年 の改訂標準訳(RSV)に いた って<Put>と な り,
注に 〈Gr:HebrP〃 〉 とあ る。 しか し,今 日もっ とも英訳聖書 としてす ぐ
れてい るとされ る新英訳聖書(NEB,1970年)は<Put>とす るのみ で注 は
ない。
わが国聖 書協会 の1955年 改訳版は くよ く弓 を ひ く プ ト〉 としてい る。 ド
ン ・ボス コ社 の 『旧約 ・新 約聖書』(1964年 初 版)で は くプ ッ ト〉,と して,
さらに注 に 〈「プッ ト」は,ソ マ リア。〉とあ る。最新刊の 『聖書 新 共同訳』
(1987年)は くプル〉 としてい る。ただ し注は ない。
1955年 のいわゆ るLaBibledeJerusalemは本文 を<Put>と し,注 に
<Put(d'aprさsgrec;"Pul"h6br.)estlaSomalie>としてい る。 そ して
本書の英 語版(JB,1966年)も これを ともに踏襲 してい る。
もっ とも権 威を もった マ ソラ本文 と,そ の対極に ある とい うべ き通俗版 の
一つであ る1QIsaが くプル〉におい て一致 してい るのに対 し,諸 訳 は上記
の よ うに最新 訳においてす ら一致をみ ない。そ して,諸 書におい てそ の よう
に訳 され た理 由をあげていない。筆 者は上述の よ うに,読 みの選択の理 由を
もっ とも知 りたいが,し か し,そ れがか なわぬ な らば,RSVやLaBiblede
Jerusalemの よ うな注は最 低 付 すべ きであ る と考 えるが,い かがであ ろ う
か。
16.文16が エ レミャ書16.16の 引用 であ るこ とはのべた。Zitijaのcommen・
taryの6も これを指示 してい る。ただ し底 本の引用 はエ レミヤ16.16の 忠実
な引用 ではない。
Commentary7は,ついで,哲 人 が木を33度 打 った条 の 〈33度〉を問題
に している。す なわち,こ の数 は シ ンボ リックな ものであ り,キ リス トの生
きた年数 に一致 してい る とす る。
この く33度》 はMに おいて もVに おいて も く33度〉 とあ る。ただ し,こ こ
にはテ クス トの 問 題 が存す る。Kliment3の 注に よれぽ この箇所をたんに
《TPHKPAT'b>あ るいは 《TPHKPATbl》 のみ とす る,す なわ ち 〈3度 〉
とす る写本 がい くつか存 す るよ うであ る。 また,Grivec-Tom§iさ29)の テクス
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トは 《33度〉 であ るが,<JII4TPHKPATb》と表記す る。L-Sは<.Li
。g.(33)kraty>と あ ることはすでに述べた。 これ らはい った いなにを語 る
のであろ うか。お そ らくオ リジナルはL-Sの よ うな表記 で,す なわち 《30>
も<3>も ギ リシア式に字母で数値が あ らわさていた と考 え られ る。そ して
テ クス トで脱落 が生 じ,も っ とも極 端 な場合 に至 った のがKliment3Y`い
う写 本類 の<TPI4KPAT1)/KPATbl>で}まないか。Grivec-Tom醗 の表
記はその中間的段 階を呈 してい るよ うに思われ る。それ は,後 にのべ るシ ン
ボ リックな表 現 とい うこ とに関係す る と考 え ら れ る が,な に よ りも彼 らが
《TPI4KPATb>'と1語 に読んでい るよ うに,〈3度 〉がcopyistに とって1
語 と意識 されていたのでは ないか とい うこ とである。Lavrovの 校訂注には
この箇所 を 《TPI4>K皿b>と す るものの写 本が存 す るこ とを教 えて くれ る。
これが<TPI4KPATb>を1語 と考 えていた と思 われ るこ とを示唆す る。 よ
って,そ のテ クス トの伝承 の 正 否 は ともか く,Kliment3'に い う写本はあ
るいは<TPHKPATb/TPHKPATbI>と1語に読むべ きものか もしれない。
、(この ことはMやVに ついて もい えるこ とであ るが,い まは2語 に綴 ってお
く)。
さて,〈33度 〉が シ ンボ リックな・表 現 で ある とい うcommentary7の指
摘は正 しいであろ う。 しか しなが ら,オ リジナルでは ともか く,後 代 の写本
では,そ の シ ンボ リックな表現 の比重 が<30>で はな く<3>の 方へ移 って
い ったのでは なか ろ うか。す なわ ち 〈3度 〉 とい うことに シ ンボ リックな意
味が存 したの ではなかろ うか。
Commentary7は<33>がキ リス トの生存年 と一致 す る と簡 明にのべ て
いるが,お そ ら くこれは ある種 のtraditionに 依存 してい る。なぜ な らぽ,
イエス ・キ リス トの実際の生存年数 は確定 しえないか らであ る。た とえぽイ
エス ・キ リス トの生年 につい て も,ま ず つ くべ き資料は福音書であ るが,同
じ共観福 音書 内部 でこ となっている といわねぽな らない。本題か らはずれ る
か ら詳細 ははぶ くが,「 マタイ伝 」に従 えば,紀 元前4年,「 ルカ伝」 に従x
ぽ紀元前6年 前後 と解 され る。 また その十 字架上の死について も,四 福音 書
に ローマの総督 くピラ ト〉 がでて くるか ら,彼 の総督であ った期間中の で き
ごとゆ え,紀 元後26年 か ら36年 の間 と考xら れ る。その上,福 音書の こ うし
た記事 を直接に支持す る他の資料 も存在 しない し,ま た福 音書それ 自体 が純
粋 な史的記録 で もな く,か つそれぞれ多層の構造を もつ とい う事情 もある。
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け っき ょく,専 門家の 間で も,誕 生を紀 元前7年 とす る説,6年 とす.る説,
4年 ごろ とす る説,ま た残年 を紀元後30年 とす る説,31年 とす る説,32年 と
す る説等 々,一 致 をみ ない6イ エス ・キ リス トは紀元前のい く年か前た おそ
ら くガ リラヤのナザ レに生 まれ30),紀 元後30年 の頃エルサ レムで,ロ 戸マの
ユダヤ総督 ポ ンテ ィウス ・ピラ トゥスに よって十字架 にか け られて残 した,
としか言 えない。享年 につ いて38,9歳 か ら34歳 ぐらい までの幅 がでて きて し
ま うこ とに な る。 しか しいずれにせ よ30歳 代であ る。ただ も うひ とつ注 意す
べ きは 「ルカ伝」 中のふたつの記事 であ る。すなわち 同3.1-2に こ うあ る31)。
'E・ 差・・`δ乙 πε・τε・α・δ・・凌・砂 ・り9舜 γ・μ・vial7・ βερ!・ κα!σαρ・S,[…]
δγ6リετ・莇 μα3ε・梶 π～'1ω6・・η・τδりZαZαρ!ω ・εδ・`・ τカ16ρ加 砂・〔皇
帝 テベ リオの 治世 の十五年 目,〔 …〕 神 の言 葉1が,荒 野でザ カ リャの子
ヨハネに下 った。〕
ここで洗礼者 ヨハ ネに神の こ とぽが臨 んだ年 を明確 に しるしてい る。つ ぎに
同3.23に は こ うあ る。
κα～αδτδ9うり'1ησ00gdρZ6μ εり09(あσε～きτδり・τρζ凌π0りτα,[…]〔 この イ
エスは 伝道を 始め られた時,三 十歳 ぽか りであ った。〕
ここではイエ スの宣教開始を 〈30歳ばか り〉 としてい るわ け であ る。(こ れ
らの記事 か らすれぽ,イ エ ス ・キ リス トの受洗 は紀元 後28年 ごろ とみ なされ
る)。 そ して1年 あ ま り(た だ し 「ヨ ハ ネ 伝」に よれば3年)ガ リラヤで布
教 したの ち,エ ルサ レムへのぼ り,死 に至 る。 したが って単純 に考 えれ ば,
〈30歳ばか り〉を 〈32,3歳 〉 とすれ ぽ,残 年 は 〈33～36歳 〉 となる。 いずれ
に して も,ル カの伝承 に したが って も確定的な こ とは言 えない。
《33》を キ リス トの生存年 とす る こ とは,上 でみた通 り,イ エ ス ・キ リス
トは30代 であ ったわけで,<33>の<30>は承 服 で きる。問題は く3》 であ
る。おそ ら く古来か ら聖 なる数 と考えちれていた<3>に 関係が あるので は
ないか。 古来か らの<3>の 尊 重ほ,キ リス ト教 に も受 けつがれ てい ること
は周知o,こ とであ る。やは り<3>が 問題塗のであ う うと思 う。
Kliment3の 注す る 《3度 〉 とのみ記す写本 の 本 文 く哲人は 〔… 〕3度










むろんFrazerは 果樹に対す る一種 の農耕儀礼 とい う点 で関心 があ ったので
あろ う。 しか し,わ れ わ れ は,〈 斧を3度 ふ り上 げ る〉 そ してその時に く切
らないで くれ〉 と と りな す こ と,す なわ ち木 を切 る とい う行為 と斧を<3
度〉 ふ り上 げ る とい う行為 の連関 に,お お いなる興味を そそ られ る の で あ
る。残 念な ことにFrazerは こ'の く3度 〉 についてなに も語 ってはいない。
なお,VCに おい て く数〉 が シンボ リ『ックに用 い られ てい る箇所 は多い。
これはVCが く聖者伝〉 とい うスタイルにの っ とって書かれ てい る以上,
当然の ことであろ う。 た とxぽ,同 じく古代聖 なる数であ る<7>は 次の よ
うにで て くる。 コ ンス タンテ ィノスは7人 の子供の中の7番 目の子 として生
まれた(第2章)33)。 彼は7歳 の時,未 来 を暗示 す る夢 を見 る(第3章)。 コ
ンスタ ンテ ィノス残後,教 皇が7日 間枢を安置 しておいた(第18章)等 が,
それで ある。
以上,『 コ ンス タ ンテ ィノス一代記』第12章 の後半部分につ き,ま ずsly・
vonrusseの 代表的写本 を と りあげて,そ のテ クス トの特徴につい て具体的
に検 討 した。ついで,こ の テ クス トに従 って,語 られてい る こ とが らに つ
き,二,三 問題点を紹介 し,あ わせ て若干 の考察 を こころみた。遺 漏は他 日
に期 す。
注
1)木 村 彰 一 『古 代 教 会 ス ラ ブ語 入 門 』,白 水 社,1985年;P.Diels,Altkirchen・
slavischeGrammatik,2.Auflage,Heidelberg,1963.を見 よ。
2)邦 訳:菱 山 忍 〈〔訳 ・註 〕 聖 キ リー ル伝 〉,「京 都産 業 大 学 紀 要 」 第1輯(FL系
列 「外 国 語 と文 化 」Ns1),1969年,「 京 都 産 業 大 学 論集 一 外 国 語 と文 化 系 列 」
No.1-2,1972-1973年;木村 彰 一 ・岩 井 憲 幸 〈コ ソス タ ンテ ィ ノ ス一 代 記(1)一
訳 な らび に注 一 〉 〈コ ンス タ ンテ ィ ノス 一 代 記(2)一 一 訳 な ら び に 注 一 〉,「 ス
ラ ヴ研 究 」No.31-32,北 海 道 大 学 ス ラブ研 究 セ ン タ ー,1984-1985年;木 村 彰
一 ・岩 井 憲 幸 〈メ トデ ィ オス 一 代 記 一 訳 な ら び に 注一 〉,「 ス ラ ヴ 研 究」
Na33,1986年 。
3)以 下 の写 真 はfacsimile版 の 縮 小 写 真 で あ り,書 き込 み ・下 線 等 す べ て そ の ま
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ま で あ り,一 切 筆 者 は 手 を 加 え て い な い 。
4)以 下,本 来 のOCS形 を 示 す 場 合 は ラ テ ン文 字 を 用 い て 標 準 形 を も っ て 表 記 す
る 。
5)注16を 見 よ。















12)た と え ば 次 を 見 よlJ.G.Frazer,TheMagicartandtheEvolution・of
Kings,Vo1.II.,Macm.illam,London,1951,p.349ff.
13)ibid.,Vol.1,P141.













21)関 根 正 雄 訳 『旧 約 聖 書 イ ザ ヤ 書 下 』(岩 波 文 庫),昭 和46年(第4刷)。 な お
同 氏 は 上 巻 末 く解 説 〉 で 翻 訳 の 底 本 に つ き 〈〔前 略 〕 マ ソ レ ッ ト本 文 を 主 た る テ
キ ス ト と し,同 時 に 一 部 の 学 者 の よ う に イ ザ ヤ 写 本 の 新 し い 読 み 方 を も 無 下 に 退
け る こ と な く,そ れ ぞ れ の 箇 所 の 前 後 関 係 を 考 慮 し て か な り大 胆 に 死 海 写 本 の 読
み 方 を採 用 し た 。 従 来 の 訳 と違 う所 は こ の 死 海 写 本 の テ キ ス トに よ る 所 が 多 い 。〉
と述 べ て い る。
114
42
22)同 上 岩 波 文庫 『旧 約 聖 書 創 世 記 』,昭 和47年(第23刷)。
23)同 上 岩 波 文 庫 『旧 約 聖 書 エ レ ミや書 』,昭 和34年(第1刷)。
24)同 上 岩 波 文 庫 『旧約 聖 書 エ ゼ キ エ ル書 』,昭 和44年(第3刷)。
25)BibliaSacraiuxtaVulgatamVersionem,T.II,WarttembergischeBi・
belanstalt,Sttuttgart,1975.






ShrineoftheBook,Jerusalem,1972;関根 正 雄 監 修 『原 色 原 形 復 元 死 海写
本』・ 講 談 社,1979.な お 後 者 に は 「死 海写 本 」 に 含 ま れ る 諸 文 献 の 翻 訳 が 別 冊
.で 付 され て い るが,「 イ ザ ヤ書 」 は 岩 波 文庫 本 に よ って い る。




30)ふ つ う 「,マタ イ伝 」 「ル カ伝 」 に 従 い,ユ ダ ヤ の ベ ツ レヘ ム で生 ま れ た と され
るが,四 福 音書 す ぺ て に あ らわ れ る くナザ レ人/ナ ザ レの イ エ ス〉 な る語 を 重 く
み るべ き で あ る とい う説 が あ る。今 これ に 従 う。
31)以 下 の 引 用 は 次 の 書 に よ る:E.Nestle-K.Alan4,NovumTestamentum
Graece,Ed.25,UBS,London.また 〔 〕 内 の訳 は塚 本虎 二 訳 『口語 新 約 聖
書 』 第 二 分 冊(マ タ イ3-28・ ル カ1-24),聖 書 知 識 社,・昭 和31年 に よ る。 た だ し
漢 字 の ル ビ,お よび 説 明 の た め の 細 字 に よる補 い は,必 要 部 分 を の ぞ い て省 略 し
た。 なお)塚 本 訳 の底 本 はNestle,1952,21ed.であ る。
32)ibid.,Vol.II,p.21.
　
33)Zitijaの 第2章 のcommentary4では この 《7>が 聖 な る数 で あ る こ とを述
べ,hagiographyに 特 有 で あ る と述 べ る。 さ らに,第2章 中 に お い て,コ ンス
タ ソテ ィノ ス が乳 母 の 乳 を うけ つ け な い こ と,コ ソス タ ンテ ィ ノ ス誕 生 後 両 親 が
性 的 な関 係 を断 っ た こ とな ど も,hagiographyに 特 徴 的 な モ チ ー フで あ る と言
及 し てい る。 そ の とお りで あ ろ う。.'
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